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過去の震源カタログの再構成の試み
The attempt of re-making Japan earthquake catalog based on Japan seismic networks
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気象庁は、1923年 8月以降、現在までの日本およびその周辺の震源カタログを整備している。
1997年 10月以降は、日本国内に設置された気象庁および大学等の地震計すべてを使用する対象とし、一定の処理基

準のもとに震源決定されたカタログとなっている（いわゆる一元化震源カタログ）。これは、地震発生の 2日後には、暫
定的な震源が公開され、準即時的に作成される震源として利活用されている。
しかし、1997年９月以前については、震源決定に使用されている地震計は主に気象庁の地震計に限られており、現在

と比べ検知力が低い、処理基準も一定でないなどの改善すべき事項がある。
そこで、気象庁では火山観測点の検測値など気象庁内のデータを追加し、現在と同じ処理基準での震源再計算を行い、

一定の改善が見られている。
一方、大学・防災科学技術研究所等においても、地震観測が実施されており、そのデータを気象庁のデータと合わせ

て震源再計算を行うことにより、より精度の高い震源カタログとなる可能性がある。
そこで、気象庁では全国大学微小地震観測網データベース（海野ほか、2007）と防災科学技術研究所のデータを使用

し、一元化震源カタログにマージ・再計算を行い、過去の地震カタログを再構成する試みを始めた。最終成果物は、地
震調査研究推進本部のもとでの公表を計画している。

本報告では、マージ・再計算を行っている経過と問題点の整理、今後に向けての課題等を報告する。
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